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町議会では

こんなこと決まりました
ここでは、令和２年１１月から令和３年１月までに開催された定例会（第４回）・臨時会（第７回・第８
回・第１回）で審議された内容について関心が高いと思われるものについて、いくつか報告いたします。

　第４回 定例会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１２月７日から１２月１７日）

 一般会計補正予算（第９号）を可決

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で3,751万円）を可決し
ました。
・くっちゃん飲食店等支援金・・・・・・・・・４，５００万円
　※感染拡大防止の為、本町の飲食店（300店舗）へ15万円の支援金を交付

・ふるさと寄附金業務委託料・・・・・・・・・３，５０７万円
　※本町に対する「ふるさと寄附金」の返礼品等の選定に対する業務委託

・スキーバス運行業務委託料・・・・・・・・・・・４６８万円

・公共施設新型コロナウイルス感染症対策検温機器等購入
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・４４１万円

・公共施設新型コロナウイルス感染症対策パーテーション購入
　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・３８７万円

「ひらふ地区上水道増設工
事を凍結し、持続可能な観
光を求める陳情書」

上記の陳情書が不採択
となりました。

６件の意見書を可決

「手話言語法（仮称）」の制
定を求める意見書

新型コロナウイルス感染症対
策に係る財政措置の充実を求
める意見書

インフルエンザ流行期におけ
る感染症対策の充実を求める
意見書

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金の増額
を求める意見書

不妊治療への保険適用の拡大
を求める意見書

住まいと暮らしの安心を確保
する居住支援の強化を求める
意見書

 教育委員会委員の任命に同意

　定例会最終日に町長より教育委
員会委員１名の任命の提案説明を
受け、同意されました。

　任期　自　令和2年12月17日

　　　　至　令和4年  9月30日

教育委員会委員
  ひ む ら　  はじめ

日 村　一

 一般会計補正予算（第１０号）を可決

　下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で452万円）を可決しました。

・倶知安町役場庁舎建設工事・・・・・・・・・・・４５２万円
　※地中埋設物撤去に伴う積込み・運搬・廃棄処分等の工事内容が変更になった
　　ため
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　第７回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１１月２７日）

　第１回 臨時会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１月２８日）

 一般会計補正予算（第１１号）を可決

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で7,725万円）を可決し
ました。

・町内光ファイバ敷設工事・・・・・・・・・・１，７５０万円

・新型コロナウイルスワクチン接種業務委託料・・１，０９２万円

・新型コロナウイルスワクチン接種券作成・発送業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・２３４万円

・排雪誘導業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・５０７万円

歳入の内訳

新型コロナウイルス感染症対応地
方創生臨時交付金・・1,133万円

新型コロナウイルスワクチン接種
対策費国庫負担金・・1,092万円

新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費臨時補助金
　　　　　・・・・・・865万円

高度無線環境整備推進事業補助金
　　　　　・・・・・・716万円

 一般会計補正予算（第８号）を可決

歳入の内訳

夜のお店応援プレミアム商品券販
売関係雑入・・・・・1,000万円

　主に下記の事業に伴う補正予算（補正予算全体で505万円）を可決し
ました。

・宿泊施設新型コロナウイルス対策支援金・・・・３，０００万円
　※町内の宿泊施設に対し、感染予防費・誘客PR費としてベッド数（定員）
　　に応じて感染対策支援金を交付

・夜のお店応援プレミアム商品券発行事業交付金・・２，０００万円
　※感染予防対策を徹底し、お酒の提供を主とするお店を対象とした事業

・スノーリゾート集客事業補助金・・・・・・・・１，３２０万円
　※町内の小中学生にシーズン券を交付し集客を図り、地域経済の支援を目的

・検温機器等購入・・・・・・・・・・・・・・・・７６４万円
　※町内の医療機関（歯科等）へ検温機器を設置

・スキー場新型コロナウイルス感染症予防対策強化支援金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・５２０万円
　※スキー場（索道事業者）に予防対策強化支援金を交付し、感染予防を徹底
　　ニセコ・ルスツ・キロロと協調して実施。

・マスクケース制作業務委託料・・・・・・・・・・・３９３万円
　※町内の飲食店（350店舗）に使い捨てマスクケース300枚入りを3箱ずつ配布
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新型コロナウイルス感染症対策関連事業
ここでは、これまで町が行ってきた「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」を活用した
事業について、目的別に報告いたします。

 第３次 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
 交付金を活用した事業

地域経済を支援する取り組み（予算額5,566万円）

Go to Skiキャンペーン（スキーリゾート誘客・集客事業）

① スノーリゾート誘客事業（253万円）
② スノーリゾート集客事業（1,320万円）
③ スノーリゾートバス運行事業
④ スキー場新型コロナウイルス感染症予防対策強化支援金（520万円）
⑤ 宿泊施設新型コロナウイルス感染対策支援金（3,000万円）

地域経済の支援と感染予防をあわせて行う取り組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予算額1,503万円）

夜のお店応援プレミアム商品券発行事業（1,081万円）

マスクケース配布事業（422万円）

感染予防の取り組み（予算額1,521万円）

公共施設新型コロナウイルス感染症対策（441万円）
　※検温機器等の設置

公共施設新型コロナウイルス感染症対策（387万円）
　※パーテーションの設置

スクールバス増便事業（693万円）

地域医療を守る取り組み（予算額764万円）

町内医療機関への検温機器等設置事業

新しい生活様式の取り組み（予算額1,714万円）

GIGAスクール構想関連事業（1,320万円）

コロナ休校を取り戻す学習機材整備事業（394万円）

住居生活を支援する取り組み（予算額366万円）

くっちゃん子応援金 新生児拡大分（252万円）

むし歯予防事業（113万円）

臨時交付金とは？？

令和２年度に創設された新
型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金は、
感染拡大を防止するととも
に、感染拡大の影響を受け
ている地域経済や住民生活
を支援し地方創生を図るた
め、創設された交付金です。

本交付金は、各自治体（市
町村）が地域の実情に応じ
てきめ細やかに必要な事業
を実施できるよう、各自治
体の判断により感染症対策
等に自由に使うことができ
る仕組みになっています。

以下は、第１次・第２次の
臨時交付金を活用した事業

妊婦に対する感染症予防対
策事業

くっちゃん支援金交付事業

くっちゃん子応援金

グリーンシーズンアウトド
ア事業者支援金

まちづくり推進事業補助金

GIGAスクール構想関連事業
・公立学校情報機器購入
・ルーター購入通信費
・遠隔学習機器購入

地元のお店応援クーポン発
行事業

倶知安町持続化支援金事業

地域連携DMO支援事業

住民窓口デジタル申請化
事業
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坂井　美穂　議員・・・６ページ
　① コロナ禍のがん対策
　② 子どもの目の異常、早期発見へ
　③ 誰一人取り残さない支援を

冨田　竜海　議員・・・７ページ
　① 高齢者向け住宅の充実に向けて
　② アフターコロナを見据えた町行政の方向性は

波方　真如　議員・・・８ページ
　① 高齢者の住まいと支援について

森　　禎樹　議員・・・９ページ
　① スキー振興と選手育成について

作井　繁樹　議員・・・１０ページ
　① 上水道事業会計の収支均衡に向けて
　② 町財政の収支均衡に向けて
　③ 北海道新幹線札幌延伸に伴う課題

木村　聖子　議員・・・１１ページ
　① 手話言語の認識と手話通訳士の養成
　② 衛生ごみ「安全に・衛生的な処理をめざして」

原田　芳男　議員・・・１８ページ
　① 清流尻別川の水質を守るために
　② 新型コロナウイルス感染症のPCR検査の拡大
　③ 子育て支援の充実を
　④ 利用しやすいJRへの取り組みを求める

鈴木　保昭　議員・・・１９ページ
　① まちの未来を考える

古谷　眞司　議員・・・１２ページ
　① 倶知安厚生病院改築整備について
　② 児童生徒の通学かばん重量の改善について

門田　　淳　議員・・・１３ページ
　① 発達障がい及び障がいのある児童生徒への自立を目指し
　　 た支援の拡充へ

田中　義人　議員・・・１４ページ
　① Go to Ski キャンペーンについて
　② 新型コロナウイルス発生時の対応と情報発信
　③ 在来線の存廃と新駅周辺整備について

佐藤　英俊　議員・・・１５ページ
　① 町民から寄せられる「声」への対応について

小川　不朽　議員・・・１６ページ
　① 我が町に安心安全、「日本一の水」の供給を
　② 役場新庁舎の供用開始に向けて

笠原　啓仁　議員・・・１７ページ
　① 「町長の公約・政策」着実に進んでいますか
　② 「役場の組織・機構・運営」町長の現状認識と改革方針は
　③ 『行政手続きでの「押印」』本町も廃止しますか
　④ 「絵本館移転」いつ、どのようにしますか

会議録を閲覧するには、こちらから検索が
可能です。

一般質問１日目（１２月１４日）

一般質問２日目（１２月１６日）

一般質問３日目（１２月１７日）

一般
質問
町 政 を 問 う

 14 人の議員が
       30 問の一般質問を行いました
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①
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
は
令
和
元
年
度
に
対
し

　

令
和
２
年
度
は
、
い
ず
れ
の
検
診
も
20
％
か
ら
50
％

　

の
減
少
。

②
外
出
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
は

　

上
が
る
が
早
期
に
治
療
を
受
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
検
診
受
診

　

の
メ
リ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
。

コロナ禍のがん対策について
さまざまな機会で相談できる体制づくりを進めていく

①
妊
娠
中
の
方
は
相
談
窓
口
と
し
て
、
健
康
面
・
育

　

児
面
は
福
祉
医
療
課
、
ま
た
経
済
的
な
相
談
は

　

担
当
部
署
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
て
支
援
。

②
国
や
道
の
施
策
に
関
し
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観

　

光
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
周
知
徹
底

　

を
図
って
い
く
。

　
　
　

外
出
を
控
え
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、
オ
ン

　
　
　

ラ
イ
ン
な
ど
の
育
児
相
談
な
ど
や
子
育

て
支
援
の
ア
プ
リ
の
検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町長

町
長

町
長

坂井　美穂　議員

問答

問

答

　
　
　

が
ん
は
、
早
期
発
見
で
き
れ
ば
約
９
割
が

　
　
　

完
治
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
だ
け
で
な
く
、
が
ん
対
策
も
お
ろ
そ
か
に

し
な
い
こ
と
が
全
体
と
し
て
の
健
康
を
守
る
こ

と
に
な
る
。
以
下
を
問
う
。

①
が
ん
検
診
等
の
受
診
状
況
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
受
診
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
。

③
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
が
ん
教
育
」
に
対
し
て

　

の
取
り
組
み
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
や
ア
プ
リ
の
提
供
は
、
現
在
検
討
し

て
い
る
。

子
ど
も
の
目
の
異
常
、
早
期
発
見
へ

　
　
　

子
ど
も
の
目
の
機
能
は
、
生
ま
れ
て
か
ら

　
　
　

発
達
を
続
け
６
歳
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
早
い
時
期
に
弱
視
の
要

因
を
検
査
す
る
こ
と
で
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
以
下
を
問
う
。

①
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
眼
科
健
診
の
検
査
内
容

　

と
そ
の
現
状
。

②
屈
折
検
査
機
器
等
で
の
よ
り
正
確
な
検
査
の

　

検
討
。

問
①
ラ
ン
ド
ル
ト
環
に
よ
る
検
査
及
び
目
に
関
す
る
ア
ン

　

ケ
ー
ト
に
よ
る
問
診
を
行
って
い
る
。

　
　

健
診
会
場
で
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
、
必
要

　

な
方
は
眼
科
で
の
要
精
密
検
査
を
勧
め
る
。

②
屈
折
検
査
機
器
で
の
検
査
は
、
専
用
の
機
械
を
使

　

用
し
て
、
眼
の
奥
に
あ
る
網
膜
に
映
る
画
像
で

　

あ
る
光
の
状
態
か
ら
屈
折
の
状
態
を
把
握
す
る

　

も
の
で
、
斜
視
や
弱
視
に
つ
な
が
る
遠
視
、
乱
視
、

　

近
視
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

近
年
、
３
歳
児
健
診
等
で
導
入
し
て
い
る
自

　

治
体
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

町
長

答 誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
を

町
長

答
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
生

　
　
　

活
環
境
や
経
済
状
況
の
急
激
な
変
化
が

あ
る
中
で
、
以
下
の
方
た
ち
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

①
妊
娠
中
の
方
。

②
帰
国
困
難
な
外
国
人
。

問

教
育
長

答
③
が
ん
教
育
は
、
健
康
に
関
す
る
国
民
の
基
礎
的

　

教
養
と
し
て
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
も
の
。
中
学

　

校
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
新
た
な
学
習
指
導
要
領

　

に
が
ん
教
育
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

問
　
　
　

孤
立
を
抱
え
る
高
齢
者
や
若
年
層
が
気
軽
に

　
　
　

相
談
が
で
き
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
と
い
う
体
制
を
構
築
し
て
い
け
な
い
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
相
談
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

町
長

答

　
　
　

３
歳
児
健
診
で
の
２
次
検
査
の
精
度
向
上

　
　
　

へ
機
器
導
入
の
検
討
は
。

問

　

今
後
、
全
国
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

町
長

答
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思
い
は
同
じ
で
あ
る
が
、
戸
建
て
の
管
理
は
間

口
や
屋
根
の
除
排
雪
等
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。
そ
う
い
っ
た
方
々
の
戸
建
て
の
処
分
等
、

何
か
し
ら
工
夫
を
し
、
町
営
住
宅
や
民
間
の
住

宅
へ
の
転
居
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
考
え
て

い
る
か
。

　

町
営
住
宅
85
世
帯
分
の
高
齢
者
向
け
の
住
宅

を
増
や
す
、
も
し
く
は
一
般
住
宅
を
改
修
し
て

高
齢
者
向
け
住
宅
へ
と
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
計
画
は
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
補
助
制
度
、
過
去
４
年
間
の

実
績
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
が
、
実
際
に
実
施
さ
れ
て

い
る
実
績
は
わ
ず
か
９
件
し
か
な
い
。
こ
れ
を

民
間
の
ア
パ
ー
ト
事
業
者
向
け
に
解
釈
を
変
え
、

保
有
さ
れ
て
い
る
ア
パ
ー
ト
を
高
齢
者
向
け
に

一
定
の
整
備
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
よ
う
な
制
度
の
検
討
は
で
き
な

い
か
。

町長
不足する高齢者向け住宅問題解決に向けての施策は

現状と課題を分析し、有効な対応を検討している

冨田　竜海　議員

　
　
　

本
町
で
は
、
倶
知
安
町
高
齢
者
保
健
福
祉

　
　
　

計
画
や
倶
知
安
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
内
に
お
い
て
、
住
環
境
の
充
実
に
努
め

て
き
た
。
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
本

町
の
総
人
口
１
万
５
０
１
８
人
に
対
す
る
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
割
合
は
24
・
６
％
、
３
７
０
８
名
、

そ
の
う
ち
56
・
２
％
、
２
０
８
７
名
が
単
身
も
し

く
は
高
齢
者
の
み
で
生
活
を
し
て
い
る
。

　

本
町
に
は
現
在
、
高
齢
者
向
け
町
営
住
宅
が

85
世
帯
分
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
２
年
度
の
平
均
新
規
募
集
戸
数
３
・
６

世
帯
分
に
対
し
、
平
均
年
間
申
込
高
齢
者
数
40

件
、
倍
率
に
し
て
10
・
９
倍
で
あ
る
。

　

第
７
期
倶
知
安
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で

は
、
高
齢
者
施
策
と
し
て
「
高
齢
者
向
け
住
宅

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
求
め
ら
れ
る
住
宅
整
備
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
住
宅
に
関
す
る

施
策
に
よ
り
支
援
を
継
続
し
ま
す
」
と
記
載
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
、
求
め
ら
れ

る
住
宅
整
備
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

行
っ
た
か
。

問

町
長

答
　

現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
高
齢
者
の
住
み
替
え

や
町
営
住
宅
の
改
修
な
ど
の
検
討
を
行
って
い
る
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
町
民
に
対
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
対
す
る
補
助
等
も
行
って
い
る
。

　

住
み
慣
れ
た
住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
、
雪
処

理
や
買
い
物
な
ど
の
負
担
に
つ
い
て
公
助
・
共
助
に

よ
り
軽
減
を
行
い
な
が
ら
、
思
い
出
の
あ
る
家
に
住

み
続
け
る
と
い
う
の
が一つ
の
理
想
だ
と
思
って
い
る
。

　

高
齢
者
向
け
バ
リ
ア
フ
リ
ー
町
営
住
宅
の
新
規

整
備
、
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
倶
知
安
町
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
、
町
営
住
宅
等
の

需
要
見
通
し
を
踏
ま
え
、
効
率
的
・
効
果
的
な
手

法
を
選
定
し
、
長
寿
命
化
の
た
め
の
事
業
計
画
を

策
定
し
て
お
り
、現
在
も
計
画
的
に
改
修
等
を
行
っ

て
い
る
。

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
補
助
に
関
し
て
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
９
件
と
い
う
実
績
で
あ
る
が
、
介
護

保
険
に
よ
る
福
祉
側
の
住
宅
改
修
も
行
っ
て
お
り
、

年
間
30
件
か
ら
40
件
程
度
の
助
成
を
行
って
い
る
。

住
民
が
使
い
分
け
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
者
向
け
の
提
案
を
頂
い
た
が
、
現

状
住
宅
の
改
修
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
民
間
に
つ
い
て
も
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
て
検

討
し
た
い
。

不足する高齢者向け住宅問題、有効な施策が求められる

　
　
　

住
み
替
え
支
援
制
度
に
関
し
て
は
、
平
成

　
　
　

28
年
制
定
後
、
現
在
ま
で
問
合
せ
が
わ
ず

か
５
件
、
実
際
に
利
用
し
た
方
は
１
件
の
み
で
あ

る
。
誰
も
が
思
い
出
の
あ
る
家
に
住
み
続
け
た
い

問

町
長

答
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町
長

①
管
理
総
戸
数
４
７
２
戸
の
う
ち
85
戸
を
高
齢
者

　

用
住
宅
と
し
て
い
る
が
、
空
き
住
居
に
対
す
る
入

　

居
希
望
者
が
多
く
、
３
年
間
の
平
均
倍
率
は
お

　

よ
そ
10
倍
、
今
年
度
に
お
い
て
は
申
し
込
み
者

　

が
40
名
の
中
、
入
居
で
き
た
の
は
３
名
で
残
り
の
37

　

名
が
待
機
と
な
って
い
る
。

　
　

待
機
者
に
対
す
る
支
援
は
、
民
間
住
宅
と
の

　

家
賃
格
差
に
よ
る
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
一定
の

　

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
家
賃
の一部
を
補
助
す

　

る
制
度
が
あ
り
、
民
間
住
宅
の
家
賃
に
対
し
、
最

　

大
１
万
円
を
補
助
す
る
も
の
と
な
る
。

②
一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
や
サ
ー

高齢者の住まいと支援体制は十分なのか
入居希望待機者に対する支援として、家賃の一部を補助

　
　
　

介
護
施
設
に
な
か
な
か
入
居
で
き
な
い
だ

　
　
　

け
で
な
く
、
元
気
な
高
齢
者
が
新
た
に
住

む
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
人
暮
ら
し
の
人
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
は
一
層

高
く
な
っ
て
お
り
、
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
に
も

高
齢
者
と
い
う
こ
と
で
色
々
と
心
配
事
が
あ
り
、

部
屋
を
貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
家
賃
の
高

さ
が
原
因
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

町
営
団
地
の
高
齢
者
世
帯
向
け
住
宅
に
申
し
込

み
を
繰
り
返
し
て
も
、
何
年
待
っ
て
も
な
か
な
か

入
居
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
居
る
と
聞
く
が

支
援
体
制
は
十
分
な
の
か
町
長
に
伺
う
。

①
高
齢
者
世
帯
向
け
住
宅
を
希
望
す
る
待
機
人
数

　

と
行
わ
れ
て
い
る
支
援
は
。

②
一
人
暮
ら
し
の
方
に
対
す
る
支
援
や
対
策
は
。

③
認
知
症
予
防
や
行
方
不
明
が
心
配
さ
れ
る
高
齢

　

者
の
安
全
確
保
対
策
は
。

　

町
内
会
サ
ロ
ン
な
ど
の
活
性
化
と
広
が
り
方
策
を

　

見
出
し
、
高
齢
者
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

　

通
い
の
場
の
創
設
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
を
構

　

築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

安
全
対
策
と
し
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
の
貸
与

　

事
業
の
推
進
。二
つ
目
に
、北
海
道
が
主
体
と
な
っ

　

て
構
築
し
て
い
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
。

　

三
つ
目
に
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
・
エ
ン
パ
イ
ア
ク
リ
ー

　
ニ
ン
グ
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
町
内
の
３
郵
便
局
・

　

北
海
道
新
聞
販
売
所
・
ヤ
マ
ト
運
輸
の
６
事
業
所

　

と
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
に
関
し
、
こ
れ
ま
で

　

協
定
を
結
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
事
業
所
と
も
連

　

携
し
、
異
変
の
早
期
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

　

と
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
認
知
症
の
方
を
理
解
し
サ
ポ
ー
ト
す
る

　

こ
と
を
目
的
と
す
る
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

　

し
、
増
員
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
と
考
え
町
全

　

体
で
の
見
守
り
が
構
築
で
き
る
よ
う
、
こ
の
研
修

　

を
他
の
事
業
者
や
町
民
へ
と
ど
ん
ど
ん
対
象
を
広

　

げ
て
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

波方　真如　議員

問

教育長

答

　

ビ
ス
の
主
な
も
の
の一つ
に
、
日
常
に
お
け
る
安
否

　

確
認
や
緊
急
時
の
即
時
通
話
に
対
応
す
る
緊
急

　

通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
。
二
つ
目
に
、
定
期
的
な
電
話

　

や
訪
問
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
電
話
サ
ー

　

ビ
ス
事
業
。
三
つ
目
に
、
窓
周
り
な
ど
の
除
雪
が

　

困
難
な
方
への
除
雪
ヘル
パ
ー
派
遣
事
業
。
四
つ
目

　

に
、
調
理
が
困
難
な
方
への
訪
問
に
よ
る
安
否
確

　

認
を
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
。
五
つ
目
に
、

　

軽
易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

　
パ
ー
を
派
遣
す
る
軽
度
生
活
援
助
事
業
。
六
つ
目

　

に
、
疾
病
等
に
よ
り
歩
行
が
困
難
な
高
齢
者
の

　

通
院
を
支
援
す
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を

　

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

③
認
知
症
予
防
対
策
は
、
高
血
圧
・
高
血
糖
等
血
管

　

の
弱
り
が
認
知
症
と
深
い
関
わ
り
合
い
が
あ
り
、

　

生
活
習
慣
病
に
陥
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

　

考
え
ら
れ
る
。
一人
一人
が
食
事
や
日
常
生
活
に

　

気
を
付
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
依
頼
の
あ
っ
た

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
出
向
い
て
行
う
保
健
指
導
を
引

　

き
続
き
実
施
す
る
。

　
　

ま
た
、
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
対
策
も
重
要

　

と
考
え
て
お
り
、
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
への
利
用
に
つい
て
周
知
を
行
う

　

と
共
に
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
、

　

町長
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①
輝
か
し
い
歴
史
を
長
く
未
来
に
繋
げ
て
い
く
た
め

　

に
は
、
町
民
の
ス
キ
ー
人
口
を
維
持
・
残
存
さ
せ
る

　

と
と
も
に
、
優
れ
た
ス
キ
ー
選
手
を
生
み
出
し
て

　
い
く
こ
と
。
更
に
は
、
ス
キ
ー
競
技
あ
る
い
は
ス

　

キ
ー
そ
の
も
の
を
生
か
し
た
産
業
振
興
な
ど
、

　

町
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
倶
知
安
町
民
が
「
ス
キ
ー
の
町

　

宣
言
」
の
町
民
と
し
て
の
確
固
た
る
誇
り
を
持

　

ち
、
明
る
く
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と

　

が
で
き
る
。
そ
ん
な
町
の
未
来
を
実
現
す
る
。

②
輝
か
し
い
ス
キ
ー
の
歴
史
を
継
承
し
、
今
後
も
末
永

　

く
ス
キ
ー
競
技
が
本
町
発
展
の
礎
と
な
り
続
け
、

　

町
民
の
愛
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が

　

町
技
と
定
義
し
得
る
根
拠
。

③
50
周
年
を
契
機
と
し
て
、町
民
が
も
う
一度
ス
キ
ー

　

競
技
と
そ
の
歴
史
に
目
を
向
け
、
誇
り
に
思
え

　

る
よ
う
に
し
た
い
。

町長
スキーは本町にとって特別扱いをするべき

「スキーの町宣言」は既に特別な位置付け

　
　
　

２
０
２
２
年
12
月
に
「
ス
キ
ー
の
町
宣
言
」

　
　
　

か
ら
50
周
年
を
迎
え
る
。
50
年
前
と
今

で
は
あ
ら
ゆ
る
状
況
や
環
境
も
異
な
り
、
特
に

本
町
に
お
い
て
は
ス
キ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は

激
変
し
た
と
言
え
る
。
現
代
に
お
け
る
ス
キ
ー

の
町
と
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
か
。

①
ス
キ
ー
の
町
と
し
て
の
在
り
方
と
は
。

②
何
を
も
っ
て
ス
キ
ー
を
町
技
と
定
義
す
る
の
か
。

③
「
ス
キ
ー
の
町
宣
言
」
50
周
年
を
ど
の
よ
う
に

　

活
用
す
る
の
か
。

①
世
界
大
会
参
加
の
支
援
に
つい
て
は
、
全
日
本
強
化

　

指
定
選
手
な
ど
の
条
件
は
あ
る
が
、
平
成
28
年
度

　

よ
り
助
成
を
行
って
き
た
。

　
　

全
国
大
会
の
支
援
に
つい
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

か
ら
選
手
・
監
督
・
コ
ー
チ
に
対
す
る
助
成
を
今

　

年
度
か
ら
行
って
い
る
。

②
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
は
非
常
に
意
義
が
あ

　

り
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
ず
、
本
町
の
選
手

　

育
成
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
の
ニ
ー
ズ
が

　

あ
る
の
か
を
把
握
し
、
次
の
段
階
に
お
い
て
組
織

　

を
立
ち
上
げ
、
よ
り
優
れ
た
組
織
と
し
て
有
効
に

　

機
能
す
る
よ
う
に
考
え
る
。

森　禎樹　議員

町
長

問答

①
育
成
に
係
る
予
算
が
非
常
に
少
な
い
が
、
全
国

　

大
会
や
世
界
大
会
な
ど
へ
の
参
加
費
助
成
な
ど

　

支
援
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
町
と
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
ス
キ
ー
連
盟
の
三
者
が

　

一
体
と
な
っ
て
選
手
の
育
成
と
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

全
般
の
振
興
を
図
る
ス
キ
ー
協
議
会
の
よ
う
な

　

組
織
を
直
ち
に
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
の
か
。

③
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
、
町
民
の
利
用
を

　

無
料
に
で
き
な
い
の
か
。

　
　

こ
の
た
め
、
同
じ
ス
キ
ー
場
と
し
て
の
関
連
性

　

か
ら
、
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
の
町
民
の
無
料
化
に
つ

　

い
て
も
協
議
し
た
。
結
論
と
し
て
は
、
例
年
の

　

小
学
生
に
加
え
、
中
学
生
の
リ
フ
ト
使
用
料
を

　

無
料
に
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　

な
お
、
全
町
民
の
無
料
化
に
つい
て
は
、
令
和

　

４
年
度
の
「
ス
キ
ー
の
町
宣
言
」
50
周
年
記
念

　

事
業
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
　
　

選
手
の
育
成
に
は
時
間
と
お
金
が
か
か
り
、

　
　
　

組
織
や
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
た
環
境
を
整

え
る
必
要
も
あ
る
。

町
長

答③
今
シ
ー
ズ
ン
に
つい
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
交
付

　

金
を
活
用
し
た
グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ
及
び
Ｈ
A
Ｎ
A

　
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
リ
ゾ
ー
ト
の
集
客
事
業
と
し
て
、
町
内

　
の
小
中
学
生
に
対
し
て
シ
ー
ズ
ン
券
の
無
料
配
布

　

を
行
っ
た
。

教
育
長

答

スキー協議会といった組織の立ち上げは可能なのか
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町長
「NISEKO」総合振興局へと改称、関係機関に働きかけを

後志全体でニセコエリアを共有できるかどうか…

　
　
　

北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
新
駅
周
辺
整
備

　
　
　

計
画
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
整
備
方
針

が
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
方
針
に
基
づ
く
具
体
作
業

の
進
捗
状
況
は
。

②
人
員
の
配
置
を
含
め
た
課
の
設
置
、
事
務
分
掌

　

に
つい
て
も
見
直
し
、
体
制
強
化
を
し
て
い
く
。

①
後
志
全
体
で
ニ
セ
コエ
リ
ア
と
い
う
地
域
イ
メ
ー
ジ

　

を
共
有
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
イ
メ
ー
ジ
の

　

結
び
つ
き
が
強
く
な
い
地
域
か
ら
は
、
疑
問
の
声

　

が
上
が
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
倶
知
安
駅
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
具
体
的
な
駅
前

広
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
駅
周
辺
施
設
の
整
備
図
を

検
討
し
て
い
る
。

　

予
定
し
て
い
た
実
態
調
査
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し

た
が
、
過
去
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
勘
案
し
、
現

在
の
旅
客
の
需
要
を
推
計
し
て
、
将
来
需
要
予
測
、

ま
た
収
支
予
測
を
分
析
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
決
定
時
期
の
目
標
は

２
０
２
３
年
、
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
で
経
営
す
る
こ
と
は
大
変
厳
し
い

と
い
う
の
は
、
多
数
の
方
々
が
理
解
で
き
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
代
替
と
な
る
公
共
交
通
の
在
り

方
と
い
う
の
が
あ
る
程
度
な
け
れ
ば
、
住
民
に
対
し

て
説
明
し
切
れ
な
い
と
いっ
た
声
も
大
き
い
。

作井　繁樹　議員

町
長

問

町
長

町
長

答問答

問答問

町
長

答

　
　
　

在
来
線
の
存
廃
判
断
、
２
０
２
１
年
に
一
定

　
　
　

の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
そ
の
判
断
時
期
や
要

素
に
変
更
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
。

問
　
　
　

存
廃
判
断
、
３
年
か
け
な
く
て
も
、
ほ
ぼ

　
　
　

ほ
ぼ
結
論
を
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

２
０
３
０
年
の
札
幌
延
伸
新
駅
開
業
に
向
け

　
　
　

て
の
環
境
整
備
と
し
て
二
つ
の
提
案
。

①
後
志
総
合
振
興
局
を
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
総
合
振
興
局

　

へ
と
改
称
す
べ
く
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
べ

　

き
。
新
駅
の
名
称
を
決
め
る
時
に
役
に
立
つ
。

　
　
　

②
札
幌
延
伸
新
駅
開
業
に
向
け
、
作
業
を

　
　
　

円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り

新
幹
線
課
が
担
当
す
る
事
務
事
業
を
見
直
す
べ
き
。

町
長

答

駅舎コンセプト「羊蹄の四季の恵み～ふるさとと世界が出会う駅～」のイメージは、金沢駅？軽井沢駅？
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教
育
長

①
現
在
、
本
町
に
は
手
話
通
訳
士
が
居
な
い
た
め
、

　

余
市
町
か
ら
派
遣
の
依
頼
を
し
て
い
る
が
、
手
話
奉

　

仕
員
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
養
成
講
座

　

で
は
本
年
は
５
名
が
修
了
し
た
。
今
後
は
、
本
講

　

座
を
修
了
し
た
方
が
手
話
通
訳
士
を
目
指
せ
る

　

よ
う
施
策
を
進
め
る
。

　
　

具
体
的
に
は
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
る
通
訳
士

　

養
成
講
座
受
講
に
お
け
る
交
通
費
・
宿
泊
費
用

　

や
受
験
費
用
の
助
成
を
検
討
す
る
。

手話言語の認識と手話通訳士の養成は
手話通訳士養成のための費用助成を検討する

①
在
宅
で
の
紙
お
む
つ
使
用
者
は
、
６
６
０
人
程
を

　

想
定
。
全
体
的
な
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
、
障

　

が
い
者
支
援
の
取
組
み
に
つい
て
考
慮
す
る
必
要
が

　

あ
る
が
、
安
全
面
と
配
慮
、
衛
生
面
と
い
う
観
点

　

で
は
十
分
理
解
で
き
る
。
回
収
方
法
に
つい
て
併

　

せ
て
検
討
実
施
を
進
め
て
い
き
た
い
。

②
収
集
回
数
を
週
２
回
に
増
や
す
こ
と
は
、
収
集
体

　

制
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
り
、
収
集
業
者
の

　

体
制
や
衛
生
ご
み
の
排
出
状
況
な
ど
現
状
を
見
極

　

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

ま
た
、分
別・区
分
の
簡
素
化
の
検
討
も
課
題
。

　

今
あ
る
処
理
計
画
を
前
倒
し
で
見
直
す
必
要
が

　

あ
る
。
来
年
度
中
に
は
計
画
見
直
し
の
方
向
性
を

　

構
築
し
て
い
く
。

　
　
　

分
別
時
の
安
全
性
か
ら
考
え
、
は
じ
め
か

　
　
　

ら
衛
生
ご
み
と
判
別
で
き
る
と
回
収
業
者

に
と
っ
て
安
全
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
大
人
用
お
む
つ
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

要
素
を
含
み
デ
リ
ケ
ー
ト
な
た
め
、
逆
に
判
別
さ

れ
に
く
い
配
慮
が
必
要
。

①
安
全
面
と
配
慮
、
衛
生
面
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

　

例
え
ば
燃
え
る
ご
み
袋
の
中
に
内
袋
を
使
用
す

　

る
。
そ
の
内
袋
は
臭
い
軽
減
に
役
立
つ
消
臭
袋

　

を
使
用
す
る
な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。
乳
幼
児

　

用
お
む
つ
に
も
い
え
る
の
で
、
子
育
て
支
援
及
び

③
文
化
講
座
に
お
け
る
手
話
講
座
の
開
設
や
寿
大
学

　

学
習
講
座
で
の
開
設
も
可
能
性
が
あ
る
。
既
存

　

講
座
の
活
用
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

　

探
り
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　
　

テ
レ
ビ
放
送
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　

情
報
発
信
で
は
手
話
通
訳
が
普
及
し
、

手
話
に
よ
る
情
報
伝
達
の
重
要
性
と
認
識
が
深

ま
っ
た
と
感
じ
る
。

　

一
方
、
ろ
う
者
と
健
聴
者
は
一
見
し
て
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
自
治
体
や
地
域
の
支

援
が
見
落
と
さ
れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。
手
話
言

語
法
の
早
期
の
制
定
を
望
み
、
考
え
を
伺
う
。

①
手
話
通
訳
士
の
配
置
予
定
は
。

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
支
援
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

　

ご
み
袋
を
町
が
助
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

木村　聖子　議員

衛
生
ご
み
、
安
全
に
衛
生
的
な

処
理
を
目
指
し
て

問問
　
　
　

②
手
話
言
語
条
例
の
見
通
し
は
。

　
　
　

手
話
は
ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
延
長
で
も

　
　
　

あ
り
、
シ
ニ
ア
の
方
が
楽
し
く
学
ん
だ
り
、

ろ
う
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な

る
こ
と
を
期
待
。

　

倶
知
安
小
学
校
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
発
案
で
手
話
を
学
ぶ
授
業
が
行
わ
れ
、

手
話
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
授
業
を

行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

今
後
、
授
業
に
お
い
て
手
話
に
触
れ
る
機
会
が

増
え
、
子
ど
も
た
ち
に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

問

問

町
長

答

町
長

答②
条
例
の
趣
旨
は
、
大
変
重
要
と
考
え
る
。
ま
ず
は

　

手
話
通
訳
者
の
体
制
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

条
例
制
定
に
つい
て
は
、
大
い
に
前
向
き
な
調

　

査
・
研
究
を
し
た
い
。

答問

町
長

答

町
長

答

町長

　
　
　

③
手
話
言
語
を
学
ぶ
機
会
創
出
は
。

問

　
　
　

②
大
人
用
紙
お
む
つ
は
、
排
せ
つ
量
が
多
く

　
　
　

な
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
袋
の
数
も
増
え

る
た
め
、
各
家
庭
で
の
保
管
場
所
や
夏
場
の
臭

い
対
策
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
生
ご
み

と
同
じ
よ
う
に
週
２
回
の
回
収
を
す
る
こ
と
で

解
消
法
に
な
る
の
で
は
。
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教
育
長

①
羊
蹄
山
麓
町
村
長
会
議
で
自
治
体
負
担
の
考
え
方

　

を
整
理
し
、
11
月
16
日
と
24
日
に
岩
宇
・
南
後
志

　

の
７
町
村
長
に
考
え
方
に
つい
て
説
明
を
し
た
。

　
　

今
後
は
、（
仮
称
）
倶
知
安
厚
生
病
院
第
２
期

　

整
備
計
画
検
討
協
議
会
を
１
月
中
旬
に
設
立
し
、

　

具
体
的
な
負
担
率
に
つい
て
協
議
、
正
式
な
負
担

　

率
を
決
定
す
る
予
定
。

②
本
年
１
月
23
日
に
締
結
し
た
協
定
書
に
記
載
の
費

　

用
（
28
・
２
億
円
）
は
概
算
費
用
で
あ
り
、
材
料

　

費
あ
る
い
は
人
件
費
等
の
推
移
に
よ
り
、
概
算
費

　

用
の
増
減
が
今
後
も
想
定
さ
れ
る
。

　
　

ま
た
、
整
備
費
用
の
確
定
は
令
和
３
年
11
月

　

に
は
、総
額
が
最
終
確
定
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

③
北
海
道
厚
生
連
と
北
海
道
と
の
間
で
、
事
業
補
助

　

金
等
に
関
す
る
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
私
共

　

も
引
き
続
き
北
海
道
への
要
請
活
動
を
積
極
的
に

　

取
り
組
ん
で
い
く
。
補
助
金
等
の
詳
細
は
、
内
容
が

　

判
明
次
第
、
議
会
へ
報
告
す
る
。

町長
倶知安厚生病院改築整備費用の負担は

倶知安町約６９％負担、令和３年度から予算執行

　
　
　

倶
知
安
厚
生
病
院
改
築
整
備
に
つ
い
て
以

　
　
　

下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
本
町
の
負
担
割
合
が
概
ね
69
％
で
あ
る
と
示
し

　

て
い
る
が
、
今
後
の
状
況
で
変
更
が
生
じ
る
こ

　

と
は
あ
る
か
。

②
令
和
２
年
１
月
23
日
に
北
海
道
厚
生
農
業
協
同

　

組
合
連
合
会
と
結
ば
れ
た
協
定
書
第
１
項
の

　

「
た
だ
し
整
備
費
用
の
変
更
が
生
じ
る
場
合
は
、

　

関
係
自
治
体
で
協
議
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

整
備
費
用
変
更
の
可
能
性
は
あ
る
か
。
ま
た
、

　

金
額
の
確
定
は
い
つ
か
。

③
本
事
業
の
国
、
道
の
補
助
金
は
。
ま
た
、
予
算

　

執
行
の
工
程
及
び
財
源
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

観
光
政
策
に
つ
い
て

　
　
　

来
年
度
に
向
け
て
、
児
童
生
徒
に
一
台
ず
つ

　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
計
画
が
さ
れ

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

①
児
童
生
徒
の
通
学
か
ば
ん
重
量
の
現
状
は
。

②
通
学
か
ば
ん
重
量
軽
減
の
対
策
の
状
況
と
課
題
は
。

③
今
後
導
入
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
り
重
量
の

　

軽
減
は
さ
れ
る
か
。

　
　

予
算
執
行
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
整
備
事
業

　

完
了
年
度
の
令
和
７
年
度
の
５
カ
年
を
予
定
し
て

　
い
る
。
次
年
度
の
予
算
案
に
つい
て
は
、
債
務
負

　

担
行
為
を
含
め
提
案
を
考
え
て
い
る
。

　
　

各
年
度
の
予
算
執
行
は
、
北
海
道
厚
生
連
が

　

提
示
す
る
当
該
年
度
の
費
用
に
対
し
て
予
算
確

　

保
し
、
整
備
費
の
出
来
高
に
応
じ
た
額
を
各
年

　

度
末
ま
で
に
北
海
道
厚
生
連
へ
支
出
す
る
こ
と
を

　

想
定
し
て
い
る
。

　
　

財
源
は一般
事
業
債
を
利
用
し
、
対
象
整
備

　

事
業
費
に
か
か
る
75
％
を
起
債
に
よ
る
借
入
れ
、

　

残
り
25
％
に
つい
て
は一般
財
源
で
確
保
す
る
予
定
。

②
主
要
教
科
以
外
の
教
科
書
、
副
教
材
は
学
校
に

　

置
き
勉
可
能
と
し
、
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
や

　

体
力
な
ど
の
実
態
に
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
か
ば
ん
の

　

重
さ
が
さ
ら
に
大
き
な
課
題
と
な
り
、
各
学
校

　

で
は一層
の
工
夫
改
善
と
指
導
の
徹
底
が
求
め
ら

　

れ
る
。

③
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の
費
用
負
担
な
ど
の
課
題
が

　

今
後
ク
リ
ア
さ
れ
た
場
合
は
、
約
１・２
㎏
の
タ
ブ

　

レ
ッ
ト
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
使
用
で
き
、
ノ
ー
ト

　

な
ど
を
追
加
し
て
も
、
重
さ
は
３
㎏
以
下
に
な
る

　

と
想
定
さ
れ
る
。

古谷　眞司　議員

町
長

問

問答

児
童
生
徒
の
通
学
か
ば
ん
の
重
量

改
善
に
つ
い
て

答
①
小
中
と
も
に
主
要
教
科
の
教
科
書
は
、
持
ち
帰
る

　

こ
と
と
し
て
い
る
。
小
学
校
３
年
生
で
約
３・５
㎏
、

　

６
年
生
は
約
４
㎏
、中
学
生
で
約
４・７
㎏
で
あ
る
。

タブレット導入により重量軽減につながるのか
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町長
発達障がい及び障がいのある児童生徒への自立を目指した支援の拡充へ

数年から十数年の継続した支援を進めていく

門田　淳　議員

　
　
　

①
発
達
障
が
い
児
の
適
正
な
時
期
の
発
見
と

　
　
　

早
期
支
援
へ
繋
が
る
た
め
、
５
歳
児
健
診

の
導
入
に
対
す
る
考
え
方
は
。

②
保
護
者
へ
の
支
援
内
容
、
支
援
体
制
も
重
要
で

　

あ
る
と
考
え
る
が
、
本
町
に
お
け
る
現
状
と
課
題

　

は
。
ま
た
、
新
年
度
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

　

く
の
か
。

③
学
校
現
場
に
お
け
る
発
達
障
が
い
及
び
障
が
い

　

の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
現
状
と

　

課
題
を
。

④
発
達
障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
へ

　

の
支
援
の
拡
充
を
新
年
度
か
ら
ど
の
よ
う
に

　

進
め
て
い
く
の
か
。

問

　

よ
う
実
施
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
中
で
、
お
子
さ
ん
や
ご
家
庭
の
状
況
は一人

　
一人
異
な
る
の
で
、
十
分
に
状
況
を
把
握
し
、
保

　

護
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
数
年
か
ら
十
数
年
の

　

継
続
し
た
支
援
を
し
っ
か
り
と
専
門
的
な
ス
キ
ル

　

を
高
め
な
が
ら
、
適
切
な
家
庭
支
援
が
出
来
る

　

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長

答
①
５
歳
児
に
お
い
て
は
、
健
診
と
し
て
は
実
施
し
て

　
い
な
い
が
、
３
歳
児
健
診
か
ら
就
学
時
健
診
ま
で

　

の
間
の
発
達
・
発
育
を
捉
え
る
必
要
性
か
ら
、

　

５
歳
児
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の

　

と
こ
ろ
５
歳
児
健
診
の
導
入
は
予
定
し
て
い
な
い
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
５
歳
児
ア
ン
ケ
ー
ト
、
そ
れ

　

ま
で
の
過
程
は
も
の
凄
く
大
事
で
、
な
お
か
つ
、
保

　

護
者
と
子
ど
も
と
の
関
係
で
、
い
か
に
時
間
を

　

作
って
子
ど
も
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　

そ
れ
が
し
っ
か
り
出
来
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
ア
ン

　

ケ
ー
ト
に
よ
って
十
分
把
握
で
き
る
。
次
への
対
応

　

が
出
来
る
と
思
って
い
る
。

②
各
月
齢
、
年
齢
で
把
握
し
た
発
達
・
発
育
を一連

　

で
捉
え
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、就
学
後
に
お
い
て
も
、小
学
校・中
学
校・

　

高
等
学
校
・
教
育
委
員
会
と
し
っ
か
り
と
連
携

　

し
、
就
学
時
に
お
い
て
も
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と

　

な
く
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
継
続
し
て
い
け
る

問
　
　
　

町
長
の
公
約
で
も
あ
る
、
妊
娠
か
ら
出
産
、

　
　
　

成
人
に
向
け
て
の
一
貫
し
た
支
援
と
い

う
こ
と
で
、
義
務
教
育
が
終
わ
っ
た
後
も
進
学

や
就
職
に
向
け
て
、
障
が
い
を
抱
え
る
子
ど
も

た
ち
の
自
立
に
向
け
て
は
一
貫
し
た
支
援
と
い

う
の
が
必
要
で
は
。

　

と
の
共
通
理
解
を
図
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

ま
た
、
学
校
現
場
に
お
け
る
全
教
職
員
が
発

　

達
障
が
い
や
特
別
支
援
教
育
に
つい
て
さ
ら
に
深

　

く
理
解
し
、
個
別
の
支
援
を
要
す
る
お
子
さ
ん

　
に
適
切
な
指
導
が
出
来
る
よ
う
、
校
内
支
援
の一層

　

の
充
実
を
図
って
い
く
。

教
育
長

答
③
こ
こ
10
年
で
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
在

　

籍
者
数
が
ほ
ぼ
２
倍
で
、
通
級
に
よ
る
指
導
を

　

受
け
て
い
る
児
童
生
徒
数
は
２・４
倍
、
特
別
支
援

　

学
校
在
籍
者
数
も
３
割
の
増
加
が
あ
る
。

　
　

そ
の
要
因
の一つ
は
、多
様
な
障
が
い
の
存
在
と
、

　

早
期
対
応
の
必
要
性
の
正
し
い
認
識
が
多
く
の

　

国
民
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
。

　
　

も
う
一つ
は
、
そ
う
し
た
認
識
を
深
め
る
こ
と

　

に
よ
り
、
特
別
支
援
に
対
す
る
心
の
ハ
ー
ド
ル
が

　

低
く
な
って
き
て
い
る
こ
と
。
近
年
の
教
育
改
革

　

に
よ
り
、
そ
う
し
た
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
る

　

環
境
が
少
し
ず
つ
整
って
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の

　

と
考
え
る
。

　
　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
早
期

　

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
教
育
委
員
会
に
配
置

　

し
た
ほ
か
、今
年
度
に
は
倶
知
安
小
学
校
に
加
え
、

　

新
た
に
西
小
学
校
に
通
級
指
導
教
室
を
設
置
す

　

る
な
ど
、
よ
り
手
厚
い
指
導
体
制
の
構
築
に
向
け

　

て
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

④
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
の
不
安
を
軽
減
す

　

る
た
め
、
就
学
の
流
れ
に
つい
て
保
護
者
説
明
会

　

を
開
催
し
て
い
る
。

　
　

本
説
明
会
で
は
、
発
達
障
が
い
や
特
別
支
援

　

教
育
等
に
つい
て
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、
保
護
者

町
長

答
　

具
体
的
に
ど
う
いっ
た
展
開
が
出
来
る
の
か
と
い

う
こ
と
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。
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教
育
長

教
育
長

町長
町・保健所・医療機関との情報共有はどのように行われるか

発生状況は道のホームページを確認

田中　義人　議員

　
　
　

感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
、
現
状
を
把
握

　
　
　

で
き
な
い
中
で
噂
が
広
が
り
混
乱
に
。

人
権
を
保
護
し
な
が
ら
、
的
確
で
迅
速
な
情
報

発
信
が
必
要
と
考
え
る
。
保
健
所
と
う
ま
く
連

携
を
取
っ
て
、
町
民
の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と

は
可
能
と
考
え
る
。
大
阪
の
寝
屋
川
市
の
様
に
、

Ｈ
Ｐ
で
情
報
発
信
し
て
い
る
事
例
を
倶
知
安
で

も
出
来
な
い
か
。

問

町
長

答
　

感
染
者
の
発
表
は
北
海
道
が
行
う
こ
と
に
な
って

い
る
。
倶
知
安
町
が
独
自
に
行
う
場
合
は
、

①
感
染
症
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　

に
留
意
す
る
こ
と
。

②
患
者
本
人
が
同
意
し
た
公
表
内
容
を
十
分
踏
ま

　

え
る
こ
と
。

③
町
村
名
を
公
表
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

を
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
。

④
公
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
内
容
は
事
前
に
北
海
道

　
（
保
健
所
）
と
調
整
す
る
こ
と
等
々
、
留
意
す
る

　

必
要
が
あ
る
。

　

保
健
所
を
管
轄
し
て
い
る
「
市
」
で
は
感
染
者

や
濃
厚
接
触
者
の
追
跡
な
ど
可
能
だ
が
、
保
健
所

を
持
た
な
い
「
町
」
で
は
全
く
な
す
す
べ
が
な
い
と

思
って
い
る
。

町
長

答
　

観
光
の
理
解
促
進
や
、ス
キ
ー
の
町
と
し
て
の
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
町
技
の
普
及
の
観
点
か
ら
、

利
用
実
績
等
を
検
証
し
つ
つ
、
施
策
を
練
っ
て
ま
い

り
た
い
。

問
　
　
　

在
来
線
を
存
続
さ
せ
た
場
合
の
見
込
み
負

　
　
　

担
額
、
周
辺
再
開
発
の
ル
ー
ル
づ
く
り
、

駅
周
辺
公
共
施
設
の
再
整
備
に
つ
い
て

　

約
24
億
円
の
赤
字
に
加
え
、
土
木
構
造
物
の
修
繕・

更
新
費
用
で
64
億
円
。
負
担
割
合
は
未
定
。
各

検
討
委
員
会
に
合
わ
せ
景
観
ル
ー
ル
作
り
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
。
旭
ケ
丘
や
運
動
施
設
と
連
動
し
た
整
備

も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

町
長

答
　

体
育
館
を
は
じ
め
、
プ
ー
ル
や
野
球
場
な
ど
の

運
動
施
設
は
建
設
か
ら
数
十
年
経
っ
て
い
る
。
駅

周
辺
整
備
は
施
設
整
備
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と

な
る
よ
う
、
町
長
部
局
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
時
の

対
応
と
情
報
発
信

問

在
来
線
の
存
廃
と
新
駅
周
辺
整
備

に
つ
い
て

答

大阪府寝屋川市のホームページ掲載内容

医療機関との取り決めはない

Ｇ
ｏ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｋ
ｉ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
つ
い
て

　
　
　

今
回
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
交
付
金
で
行
っ
た

　
　
　

町
内
の
小
・
中
学
生
へ
の
シ
ー
ズ
ン
券
交

付
事
業
を
、
ス
キ
ー
の
町
宣
言
か
ら
２
０
２
２

年
に
50
周
年
を
迎
え
る
町
と
し
て
来
年
度
以
降

も
継
続
す
べ
き
。

　

今
回
の
シ
ー
ズ
ン
券
交
付
事
業
は
、改
め
て
ス
キ
ー

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
機
会
を
得
た
は
ず
。
事
業

継
続
に
つ
い
て
は
、
町
長
部
局
と
今
後
十
分
協
議

を
行
い
検
討
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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ご
指
摘
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
物

の
英
語
表
記
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
先
日
、
本
町

担
当
課
に
て
英
語
表
記
し
た
掲
示
板
を
作
成
し
、

対
応
を
完
了
し
て
い
る
。

　

対
応
が
大
変
遅
れ
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

町民から寄せられる「声」への対応は
職員みんなで共有しながら、今後の業務に向き合う

認
識
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
大
い
に
町
も
反
省
し
、

改
善
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
答
弁

す
る
の
で
あ
れ
ば
こ
う
いっ
た
答
弁
の
仕
方
に
な
る
の

だ
な
と
い
う
こ
と
で
、
我
な
が
ら
こ
こ
で
答
弁
し
て

も
な
か
な
か
す
ご
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
そ
れ
以
前
の
問
題

だ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
る
。
私
も
含
め
、
職
員
み
ん
な

で
共
有
し
な
が
ら
、
今
後
の
業
務
に
向
き
合
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

ご
質
問
の
掲
示
物
等
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
受
託

者
の
課
題
把
握
能
力
、
発
注
者
で
あ
る
本
町
担
当

課
の
専
門
性
を
併
せ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

問
題
解
決
に
向
け
て
速
や
か
に
協
議
を
行
い
、
双

方
同
意
の
下
、
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
事
案

で
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

受
託
者
か
ら
業
務
改
善
に
係
る
提
案
等
に
よ
り

協
議
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
、
解
決
の
方
策
を

決
定
せ
ず
に
協
議
が
未
了
の
ま
ま
現
在
に
至
り
、

結
果
と
し
て
課
題
を
放
置
し
た
状
態
と
な
って
い
た
。

　

協
議
が
完
了
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
、
発
注
者
・

受
注
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
不
足
で
あ
っ
た
と

　
　
　

本
年
10
月
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
資
源
ご
み

　
　
　

を
搬
入
し
た
際
、
本
町
が
業
務
委
託
し
て

い
る
企
業
職
員
の
方
に
資
源
ご
み
に
関
し
て
い
ろ

い
ろ
と
お
話
を
伺
っ
た
。

　

職
員
の
方
か
ら
こ
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
い

た
。
「
毎
日
、
外
国
の
方
も
た
く
さ
ん
搬
入
に
来

ら
れ
ま
す
。
日
本
語
の
表
記
だ
け
で
は
な
く
、
英

語
の
表
記
も
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
と
依
頼
し

て
い
ま
す
が
、
３
年
経
過
し
て
も
何
の
回
答
も
あ

り
ま
せ
ん
。
何
度
か
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
も

う
諦
め
て
い
ま
す
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
Ａ

４
ま
た
は
Ａ
３
程
度
の
大
き
さ
の
も
の
で
印
刷
後

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
も
す
ぐ
に
掲
示
で
き
る
内

容
の
も
の
。

　

よ
り
良
い
改
善
が
こ
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
て

も
、
生
か
す
こ
と
な
く
放
置
す
る
こ
と
は
、
町
民

の
不
利
益
に
直
結
す
る
問
題
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
町
長
に
以
下
の
点
を
伺
う
。

　

委
託
契
約
に
お
い
て
掲
示
物
等
の
作
成
は
、
本
町

ま
た
は
委
託
先
の
ど
ち
ら
が
実
施
す
べ
き
も
の
と

し
て
い
る
か
。

　

委
託
先
で
作
成
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
旨

を
な
ぜ
相
手
に
伝
え
な
い
の
か
。
本
町
で
作
成

す
べ
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
作
成
し
な
い
理

由
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町長

町
長

佐藤　英俊　議員

問答

町民の不利益に直結することのないよう、より良い改善が必要
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我が町に安心安全、日本一の水の供給を
財源との均衡を図り、重要度の高い管から更新していく

小川　不朽　議員

町長

　
　
　

我
が
町
の
水
道
事
業
は
、
安
心
安
全
で
日

　
　
　

本
一
お
い
し
い
水
と
し
て
供
給
さ
れ
て

い
る
が
、
水
道
管
路
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
う
漏

水
量
（
無
効
水
量
）
は
21
・
61
％
で
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
老
朽
管
の
占
め
る
割
合
は
増
え
る
。

　

今
後
の
水
道
事
業
経
営
は
、
新
た
な
水
道
施

設
の
拡
張
工
事
と
そ
の
財
源
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
既
存
の
水
道
施
設
や
管
路
の
計
画
的
な
更

新
や
維
持
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
水
道
管
路
の
老
朽
化
に
対
す
る
実
態

認
識
と
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問

町
長

答
　

本
町
の
昨
年
度
の
有
収
率
（
無
駄
な
く
水
道
水

を
供
給
で
き
て
い
る
割
合
）
は
75
・
62
％
（
市
街

地
区
70
・
57
％
、
山
田
地
区
95
・
52
％
）
で
、
全

国
平
均
値
89
・
92
％
と
比
較
す
る
と
、
市
街
地
区

の
有
収
率
は
か
な
り
低
い
値
と
な
って
い
る
。

　

漏
水
対
策
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
市
街
地
区
を

中
心
に
４
年
間
ほ
ど
か
け
て
漏
水
調
査
業
務
を
実

施
す
る
予
定
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
管
路
の
老
朽
化
の
状
況
は
、
全
管

路
延
長
１
５
９
・
44
㎞
の
う
ち
、
40
・
84
㎞
が
耐
用

年
数
40
年
を
超
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
全
国
平
均

の
管
路
経
年
化
率
17
・
８
％
と
比
較
し
て
も
本
町

の
率
は
高
い
値
で
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

今
後
の
方
策
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
管
路
の
更
新
サ

イ
ク
ル
を
重
要
度
に
よ
り
区
分
し
、
法
定
耐
用
年

数
40
年
の
１・２
倍
の
48
年
周
期
か
ら
１・６
倍
の
64

年
周
期
の
範
囲
ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
新

費
用
の
平
準
化
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
方
針
に
基
づ

き
、
財
源
と
の
均
衡
を
図
り
つつ
、
重
要
度
の
高
い

管
か
ら
優
先
的
に
耐
震
管
へ
と
更
新
し
て
い
く
。

役
場
新
庁
舎
の
供
用
開
始
に
向
け
て

町
長

答

　

現
在
と
同
様
に
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
主
た
る

　

事
務
所
と
し
た
。

②
今
後
の
跡
利
用
の
計
画
に
つい
て
、
役
場
分
庁
舎

　

は
、
防
災
備
蓄
品
の
ほ
か
物
品
等
の
倉
庫
と
し
て

　

利
用
す
る
。

　
　

保
健
福
祉
会
館
は
、引
き
続
き
健
診
セ
ン
タ
ー

　

と
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
と
し
て
利
用
す
る
。

　
　

ま
た
、
福
祉
医
療
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
移
転
後
に
、
絵
本
館
な
ど
と
し
て
有
効
活
用

　

す
る
方
向
で
現
在
、
福
祉
医
療
課
や
教
育
委
員

　

会
、
各
関
係
団
体
な
ど
と
協
議
を
進
め
て
い
る
途

　

中
で
あ
る
。

　
　
　

５
月
か
ら
役
場
新
庁
舎
で
の
業
務
を
目
指

　
　
　

し
て
、
現
在
、
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

町
は
役
場
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
の
中
で
、

町
民
に
開
か
れ
た
町
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
新
庁
舎
の

基
本
理
念
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。

①
こ
れ
ま
で
、
建
設
課
は
役
場
分
庁
舎
で
、
福
祉

　

医
療
課
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
保
健

　

福
祉
会
館
で
、
観
光
課
は
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ

　

ン
ド
で
執
務
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
新
庁
舎

　

で
の
業
務
体
系
は
。

②
新
庁
舎
へ
の
移
転
に
伴
っ
て
、
今
後
の
役
場
分

　

庁
舎
及
び
保
健
福
祉
会
館
の
跡
利
用
の
計
画
は
。

問
①
新
庁
舎
建
設
の
基
本
方
針
で
あ
る
全
て
の
人
が

　

利
用
し
や
す
い
庁
舎
を
目
指
し
、
来
庁
者
の
利
便

　

性
向
上
の
た
め
、
現
在
、
保
健
福
祉
会
館
に
入
っ

　

て
い
る
福
祉
医
療
課
並
び
に
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー
と
役
場
分
庁
舎
に
入
って
い
る
建
設
課
を

　

新
庁
舎
へ
集
約
す
る
。

　
　

観
光
課
に
つい
て
は
、
新
庁
舎
へ
配
置
で
き
る

　

よ
う
設
計
を
行
って
い
た
が
、
倶
知
安
観
光
協
会

　

や
Ｎ
Ｐ
Ｂ
（
ニ
セ
コ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
・
ボ
ー
ド
）

　

と
の
連
携
等
に
よ
る
業
務
の
効
率
性
も
考
慮
し
、

５月から業務を開始する役場新庁舎
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①
「
適
材
適
所
」
と
職
員
数
の
適
切
な
配
置

　
　
　

に
つ
い
て

　

役
場
の
職
員
配
置
は
「
適
材
適
所
」
に
な
っ
て

　

い
る
か
。
ま
た
、
課
ご
と
の
職
員
数
は
適
切
・
十

　

分
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
。

②
役
場
の
機
構
改
革
に
つ
い
て

　

町
長
就
任
後
に
手
掛
け
た
役
場
機
構
の
主
な
改
革

　

は
、
副
町
長
の
２
名
体
制
を
止
め
新
た
に
「
統

　

括
監
」
を
配
置
し
た
こ
と
だ
。
機
構
改
革
は
「
文

　

字
カ
ラ
ー
」
の
反
映
で
も
あ
る
。
新
年
度
に
向

　

け
機
構
改
革
の
予
定
は
あ
る
か
。

③
役
場
の
「
働
か
せ
方
改
革
」
に
つ
い
て

　

「
働
き
方
改
革
」
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
「
働
か
せ
方

　

改
革
」
だ
。
「
働
き
方
が
悪
い
」
の
は
「
働
か
せ

　

方
が
悪
い
」
か
ら
だ
。
町
長
と
し
て
の
職
員
の

　
　
　

町
長
就
任
か
ら
間
も
な
く
２
年
と
な
る
。

　
　
　

選
挙
戦
で
掲
げ
た
公
約
や
町
長
就
任
以

降
に
新
た
に
発
し
た
政
策
は
着
実
に
進
ん
で
い

る
の
か
。
町
政
運
営
の
折
り
返
し
点
に
差
し
掛

か
っ
た
今
、
町
長
自
身
の
「
自
己
評
価
」
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

『絵本館移転』いつ、どのようにするのか
移転は私の公約、任期中に解決したい

笠原　啓仁　議員

町長

　
　
　

①
絵
本
館
と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て
（
町
長
）

　
　
　

保
健
福
祉
会
館
の
跡
利
用
（
空
き
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
）
に
つ
い
て
町
長
は
、
選
挙
戦
で
「
絵
本

館
を
移
転
さ
せ
た
い
」
と
の
公
約
を
掲
げ
て
い
た
。

そ
の
構
想
（
公
約
）
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
実

現
さ
せ
る
の
か
。

②
教
育
委
員
会
と
し
て
の
構
想
に
つ
い
て
（
教
育
長
）

　

町
長
構
想
と
は
別
に
、
絵
本
館
の
あ
り
方
に
つ

　

い
て
教
委
と
し
て
独
自
の
構
想
を
持
っ
て
い
る

　

の
か
。

問

問

町
長

答
①
私
が
公
約
に
掲
げ
た
き
っ
か
け
は
、
現
在
の
絵
本

　

館
と
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
、
大
変
危

　

険
だ
と
感
じ
た
か
ら
。
こ
れ
ま
で
関
係
す
る
部
局

　

と
協
議
を
進
め
る
中
で
幾
つ
か
の
案
を
検
討
し
て

　

き
た
が
、ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　
　

絵
本
館
と
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
対
策

　

は
緊
急
を
要
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
の

　

解
決
策
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
保
健
福
祉
会
館
の

　

空
き
ス
ペ
ー
ス
利
用
と
絵
本
館
の
移
転
は
私
の
公
約

　

で
も
あ
る
の
で
、
町
長
任
期
中
に
何
と
か
解
決
策

　

を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

町
長

答
　

折
り
返
し
時
点
で
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
政

策
実
行
の一歩
を
踏
み
出
す
に
は
、や
や
ち
ゅ
う
ち
ょ

し
て
い
た
部
分
も
あ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
た一
歩

を
重
視
し
て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
地
に
足
を
つ
け
て
、

皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
計
画
的
に
町
政
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
私
が
目
指
す
「
こ
こ
が
ふ
る
さ

と
と
誇
れ
る
町
へ
」
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

『
役
場
の
組
織

・
機
構

・
運
営
』

町
長
の
現
状
認
識
と
改
革
方
針
は

町
長

答
①
過
去
の
異
動
の
履
歴
や
勤
務
状
況
を
十
分
考
慮

　

し
た
上
で
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
適
材
適
所
の

　

配
置
を
十
分
に
意
識
し
て
い
る
。
課
ご
と
の
職
員
数
と

　

配
分
に
つい
て
は
、
事
務
職
・
技
術
職
と
も
職
員
が

　

不
足
し
て
い
る
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

②
令
和
元
年
度
か
ら
町
政
運
営
の
全
般
に
参
画
し
、

　

関
係
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
職
と
し
て
「
統
括

　

監
」
を
新
設
し
た
。
新
年
度
に
向
け
た
機
構
改

　

革
に
つい
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
の
体
制

　

を
更
に
強
化
す
る
。
公
約
の
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
」
を

　

み
ん
な
で
育
て
て
い
く
た
め
の
機
構
改
革
も
行
う
。

③
こ
れ
か
ら
は
職
員
個
々
の
能
力
向
上
が
益
々
必
要
。

　
マ
ン
パワ
ー
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
計
画
的
な

　

定
員
管
理
を
行
い
職
員
増
員
を
考
え
て
い
く
。
管
理
職

　

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
不
足
が
部
下
の
長
時
間
勤

　

務
の
要
因
の一つ
。
意
識
改
革
を
促
す
研
修
を
次

　

年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
し
、
よ
り
良
好
な
職

　

場
環
境
を
つ
く
って
い
き
た
い
。

『
行
政
手
続
き
で
の

「
押
印
」
』

本
町
も
廃
止
す
る
か

町
長

①
様
式
数
で
は
約
４
７
０
件
程
あ
る
。

②
③
国
は
押
印
廃
止
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

　

発
出
す
る
予
定
。
町
と
し
て
は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

　
ン
等
を
参
考
に
、
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
廃
止

　

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

問

　
　
　

①
本
町
で
の
「
押
印
」
の
現
状
。

　
　
　

②
本
町
と
し
て
の
考
え
と
取
り
組
み
。

③
国
の
「
支
援
策
」
は
。

②
公
民
館
図
書
室
と
絵
本
館
に
つい
て
は
現
在
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
特
徴
を
生
か
し
た
読
書

　

活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
町
民
が
気
楽
に
利
用

　

し
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
場
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

   

で
い
る
。

　
　

今
後
の
さ
ら
な
る
活
用
に
つい
て
は
、「
倶
知
安
町

　

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
方
針
を
踏
ま
え

　
つつ
、
官
民
一体
で
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

　

て
い
き
た
い
。

教
育
長

答

『
町
長
の
公
約

・
政
策
』
着
実
に
進

ん
で
い
る
か

　

「
働
か
せ
方
」
は
良
好
か
。
現
状
認
識
と
「
働
か

　

せ
方
改
革
」
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
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「
要
対
策
土
」
に
つ
い
て
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
の

説
明
で
は
環
境
基
準
を
超
え
る
「
要
対
策
土
」
に
つ

い
て
は
、
大
和
地
区
の
町
有
地
に
搬
入
し
て
い
る
。

含
ま
れ
て
い
る
重
金
属
が
溶
出
し
な
い
よ
う
吸
着
層

の
上
に
盛
り
土
を
し
て
そ
の
上
に
堆
積
し
て
い
る
。

雨
水
な
ど
、
表
面
水
に
つ
い
て
は
難
透
水
性
の
覆
土
を

施
工
す
る
な
ど
防
止
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

現
在
、
水
質
に
つ
い
て
は
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
お

い
て
月
１
回
確
認
を
し
て
い
る
。
搬
入
終
了
後
は

町
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

町長
「要対策土」の搬入終了後はどこが管理するのか

搬入終了後は、町が管理することになる

　
　
　

尻
別
川
は
清
流
日
本
一
の
河
川
で
あ
り
、

　
　
　

水
資
源
や
環
境
を
守
る
た
め
に
「
倶
知
安
町

環
境
基
本
条
例
」
や
「
倶
知
安
町
の
河
川
環
境
の

保
全
に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
て
い
る
。

　

そ
こ
で
心
配
な
の
は
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

関
わ
る
「
要
対
策
土
」
で
あ
る
。
「
要
対
策
土
」
は

現
在
、
大
和
地
区
の
町
有
地
に
搬
入
さ
れ
て
い
る

が
、
含
ま
れ
て
い
る
ヒ
素
や
セ
レ
ン
が
尻
別
川
に

流
入
す
る
心
配
は
な
い
か
。
町
独
自
の
水
質
検
査

が
必
要
と
考
え
、
「
要
対
策
土
」
の
搬
入
終
了
後
は

ど
こ
が
管
理
す
る
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

を
与
え
た
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
役
場
や
病
院
・
保
健
所
・

幼
稚
園
・
学
校
・
福
祉
施
設
に
お
い
て
計
画
的
に

Ｐ
C
Ｒ
検
査
の
実
施
が
必
要
と
考
え
る
。

　

再
度
、
町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　

質
問
の
あ
っ
た
役
場
や
病
院
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
校
・
福
祉
施
設
な
ど
は
多
く
の
人
が
関
わ
る
こ

と
か
ら
正
し
い
感
染
防
御
が
必
要
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
そ
の
時
点
で
の
感
染
の
有
無
の
確
認
。
定
期
的

に
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
大
人
数
の
検
査
体
制
の
問
題
、

予
算
の
問
題
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な

い
。
そ
う
いっ
た
中
で一
人
一
人
が
し
っ
か
り
と
感
染

防
止
対
策
を
行
って
い
く
こ
と
に
尽
き
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実
を

　

高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
の
肺
炎
が
重
症
化

の
懸
念
か
ら
定
期
接
種
と
な
って
い
る
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
法
に
基
づ
く
定
期
接
種

を
優
先
さ
せ
た
い
。
ご
提
案
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

原田　芳男　議員

町
長

問

問答

町
長

答
　
　
　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
は
保
護
者
の
願
い
。

　
　
　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

の
補
助
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
13

歳
未
満
は
２
回
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
２
回
で

８
０
０
０
円
と
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
札

幌
市
な
ど
多
く
の
市
町
村
で
援
助
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
か
ら
本
町
で
の
実
施
を
求
め
る
。

利
用
し
や
す
い
Ｊ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み

を
求
め
る

　
　
　

①
小
樽
か
ら
倶
知
安
方
面
へ
は
「
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ

　
　
　
　

ｃ
ａ
」「
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
」
が
使
用
で
き
な
い
。

切
符
か
降
車
駅
で
の
精
算
と
な
る
。

②
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
は
倶
知
安
駅
止
ま
り
や
始
発
が

　

増
え
、
ニ
セ
コ
・
蘭
越
方
面
の
利
用
が
し
づ
ら
く

　

な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
倶
知
安
ま
で

　

自
家
用
車
で
来
る
人
も
増
え
て
い
る
。
冬
期
間
、

　

駅
前
駐
車
場
の
利
用
が
堆
積
さ
れ
た
雪
に
よ
り

　

半
分
以
下
と
な
っ
て
困
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解

　

決
を
求
め
る
。

問

町
長

答
①
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
と
、
Ｉ
C
カ
ー
ド
対
応
自
動
改
札
機

　
の
導
入
に
は
、
無
人
駅
も
含
め
全
て
の
駅
に
設
置

　

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
莫
大
な
費
用
が

　

掛
か
る
た
め
検
討
し
て
い
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

②
駐
車
場
に
つい
て
は
、冬
場
手
狭
に
な
る
の
は
事
実
。

　

町
か
ら
も
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
す
る
こ
と
で
何
ら
か
の

　

解
決
策
を
対
応
で
き
る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

清
流
尻
別
川
の
水
質
を
守
る
た
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

Ｐ
C
Ｒ
検
査
の
拡
大

問
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
せ

　
　
　

ず
拡
大
す
る
状
況
。
倶
知
安
厚
生
病
院

で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
が
町
民
に
大
き
な
衝
撃

町
長

答
　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
は

「
予
防
接
種
法
」に
定
め
ら
れ
た
定
期
接
種
で
は
な
い
。
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普
通
財
産
と
行
政
財
産
の
垣
根
を
な
く
し

　
　
　

て
効
果
的
な
一
括
管
理
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

　

旧
東
陵
中
学
校
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

一
般
財
産
で
こ
の
７
年
間
で
２
３
５
０
万
円
の

維
持
費
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
と
は
使
っ
て
何

ぼ
の
も
の
。
本
町
の
施
設
は
、
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
、
公
民
館
、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
、
絵
本
館
等
と
約
40
を
有
し
、

年
間
で
22
億
８
０
０
０
万
円
の
管
理
運
営
費
を

削
減
・
見
直
し
は
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　

町
長
の
判
断
力
が
問
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、

旧
東
陵
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
一
度
除
却
債
で

壊
す
と
い
う
話
が
出
た
が
未
だ
に
結
論
が
出
て

い
な
い
。
体
育
館
部
分
を
一
部
残
す
な
ど
の
工

夫
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
絵
本
館
・
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
除
却
債
利
用
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　

絵
本
館
は
保
健
福
祉
会
館
へ
の
移
転
が
決
定

し
た
の
で
は
。
５
月
か
ら
新
庁
舎
へ
の
移
転
に

伴
い
、
跡
利
用
を
明
確
に
し
て
来
年
度
の
予
算

に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
は
現
在
、
観
光
課
・

観
光
協
会
等
が
混
在
し
、
特
に
観
光
課
の
環
境
は

町長
まちの未来を考え、町長の判断力が問われる

未来に責任を持って、私達も向かわなければいけない

　

私
の
尊
敬
す
る
、
そ
し
て
倶
知
安
町
に
大
き
く

影
響
を
与
え
た
伊
藤
弘
さ
ん
、
11
月
８
日
お
昼
頃

に
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
て
逝
き
ま
し
た
。
78
年

の
人
生
で
あ
り
ま
し
た
。

　

倶
知
安
町
に
と
っ
て
伊
藤
弘
さ
ん
の
功
績
は

多
大
で
あ
り
、
多
く
の
こ
と
を
残
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
大
変
立
派
な
町
長
で
あ
り
、
心
か
ら

私
は
敬
服
い
た
し
ま
す
。

未
整
頓
で
劣
悪
に
感
じ
る
。
国
際
観
光
都
市
ニ

セ
コ
ひ
ら
ふ
の
窓
口
と
言
え
る
の
か
。

　

倶
知
安
の
町
の
あ
る
意
味
、
羊
蹄
山
麓
の
中

核
都
市
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。
プ
ラ
イ

ド
を
保
ち
な
が
ら
良
好
な
財
政
を
も
っ
て
、
住

民
と
の
良
好
な
関
係
を
も
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
く
る
と
い
う
の
は
、
あ
ず
ま
し
い

施
設
だ
と
考
え
る
。

　

他
の
議
員
の
質
問
の
中
で
、
町
有
地
の
売
却

の
話
が
あ
っ
た
。
町
有
地
、
お
金
が
な
い
か
ら
、

こ
れ
と
こ
れ
を
売
っ
て
何
を
造
ろ
う
か
と
い
う

の
が
大
事
。
し
か
し
、
む
や
み
や
た
ら
に
使
い

道
を
考
え
ず
に
売
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
許
せ

な
い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

の
結
論
を
待
ち
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
環
境
は
、
早
急
に
執

務
室
内
の
整
理
整
頓
と
美
化
に
取
り
組
み
、
国
際

観
光
都
市
の
窓
口
と
し
て
相
応
し
い
配
慮
を
す
る
。

　

ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
ア
ル
ペ
ン
底
地
に
係
る
売
却
交
渉

は
、
東
急
不
動
産
側
か
ら一旦
中
断
し
た
い
旨
の
申

し
出
が
あ
っ
た
。
交
渉
打
ち
切
り
で
は
な
く
、
継

続
し
て
協
議
を
続
け
た
い
と
の
意
思
表
明
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
。
現
時
点
で
は
売
却
交
渉
に
つ
い
て
新

た
な
進
展
は
な
い
と
こ
ろ
。

　

水
道
施
設
の
更
新
に
つい
て
は
、
現
在
、
経
営
戦

略
並
び
に
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
中
で
財
源
手
当
て
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

い
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

全
て
に
お
い
て
結
論
が
出
て
い
な
い
。
精
査

　
　
　

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
12
月
定
例
会
は

来
年
度
予
算
も
見
据
え
た
大
事
な
議
会
と
考
え
る
。

町
長

　

十
分
な
精
査
が
足
り
な
い
部
分
は
反
省
す
べ
き

と
自
覚
し
て
い
る
。
未
来
に
責
任
を
持
って
、
私
達
も

向
か
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
気
持
ち
が
第
一の
と
こ
ろ
。

鈴木　保昭　議員

町
長

問

問

答

答

ま
ち
の
未
来
を
考
え
る

　

行
政
財
産
に
つ
い
て
は
、
行
政
運
営
を
取
り
進

め
る
上
で
、
町
が
直
接
使
用
し
た
り
、
町
民
が

利
用
す
る
財
産
に
な
る
。
全
て
の
行
政
財
産
を

総
務
課
で
管
理
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
難
し

く
、
今
後
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課
に
お

い
て
適
切
に
管
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

40
施
設
の
管
理
運
営
費
の
削
減
と
見
直
し
に

つ
い
て
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
認

識
し
て
い
る
。
経
済
的
な
施
設
管
理
運
営
が
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　

除
却
債
の
期
限
が
令
和
３
年
度
で
あ
る
た
め
、

町
全
体
の
遊
休
地
の
利
活
用
に
係
る
方
向
性
を
示

し
た
上
で
、
令
和
３
年
度
中
に
解
体
す
る
流
れ
に

な
る
と
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、
民
間
事
業
者
等
か

ら
広
く
意
見
・
提
案
を
求
め
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

市
場
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
答
弁

し
た
と
こ
ろ
。
現
状
、除
却
を
念
頭
に
置
き
つつ
検
討
。

　

絵
本
館
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
の
除
却
債
を
活

用
し
た
取
り
壊
し
は
、
絵
本
館
等
の
移
設
に
つい
て

　

ど
の
施
設
も
老
朽
化
が
著
し
く
、
近
年
は
危
険

箇
所
や
急
を
要
す
る
箇
所
の
修
繕
改
修
を
最
優
先

で
対
処
し
て
お
り
、
管
理
運
営
費
の
削
減
や
見
直

し
に
つ
い
て
は
十
分
着
手
で
き
ず
に
い
た
。
今
後
は

削
減
や
見
直
し
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

　

学
校
の
統
廃
合
に
関
わ
る
改
修
や
学
校
管
理
補

修
等
に
つ
い
て
、
現
在
の
児
童
数
が
将
来
に
お
い
て

も
ほ
ぼ
維
持
、ま
た
は
増
え
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、

必
要
な
改
修
工
事
・
増
築
工
事
が
伴
う
の
で
さ
ら

に
数
十
億
円
の
費
用
が
掛
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。

教
育
長

答
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■ ごみの分別収集について

　ごみの分別収集が始まって32年が経過しています
が、細分化された分別をはじめとするさまざまなごみ
出しルールに町民が対応出来ていないとの指摘を受
けています。

　本委員会は本件に対してこれまで、

① 町内廃棄物処理関連施設の施設見学（11月 4日）
② 廃棄物収集運搬業者より意見聴取　（11月10日）
③ 町内会連合会より意見聴取　　　　（12月 9日）
④ 町住民環境課環境対策室より廃棄物処理の状況聴
　 取（12月17日）

　などと、本町のごみ処理の実態と課題を把握すべく
意見などを聴取してきています。

　本委員会では、今後さらなる方途を見出し事業に反
映させていくこととしています。

１．所管事項
　庶務／税財政／防災／財産及び施設／職員の給与
　／出納等／町議会／その他総務課、総合政策課、
　及び税務課に関すること／他の常任委員会に属さ
　ないこと

２．委員構成（５名）
　委員長　田中　義人　　副委員長　笠原　啓仁
　委　員　古谷　眞司　　委　　員　波方　真如
　委　員　鈴木　保昭

総務常任委員会

常任委員会報告

１．所管事項
　民生安定／保健衛生／墓地等／学校教育及び社会
　教育／その他住民環境課及び福祉医療課の所管に
　関すること

２．委員構成（５名）
　委員長　小川　不朽　　副委員長　坂井　美穂
　委　員　冨田　竜海　　委　　員　森下　義照
　委　員　作井　繁樹

厚生文教常任委員会

■ 町内での新型コロナ発生における町の対応
    について

　令和3年1月7日、町内飲食店で発生したクラスターへ
の対応について危機管理の観点から報告を求め、二度の
委員会で調査を進めました。
　主な質疑は以下のものです。

① 町の対応体制
② 北海道（保健所）との連携について
③ 情報公開の基準やあり方
④ 国からの通達と異なる北海道の対応について
⑤ 今後を見据え、今回のクラスター発生の検証について

町内ごみ処理施設視察の様子

全体の説明の概要
　クラスターは5名以上感染者が同一箇所から発生し
た場合に北海道が指定。収束宣言は北海道では行わ
ない。保健所を管轄する都道府県や市は情報を持て
るが、そうでない市町村はその情報の提供を受ける
しかない。
　個人情報・人権保護の観点から入る情報は限られ
ており、町としてはなすすべがない。クラスター収
束のために行う町の対応は感染拡大防止の啓蒙活動
が主。ただし、倶知安観光協会では店舗名をホーム
ページ（以下 HP）で公表しているが、町でのHPリ
ンクについては、保健所に確認したところ、好ましく
ないと言われ行っていないと報告された。
　しかし後日、この説明は勘違いで保健所への確認
はしていなかったと訂正され、現在は町のHPにもリ
ンクして公表されている。
　国からの通達は北海道・保健所のある市へ出され
ている。クラスター発生店舗の公表をするのが国か
らの通達だが、今回公表していないのは北海道の判
断。今回休業となった飲食店等へは再発防止・感染
拡大防止を啓蒙し検証を進めたい。

　本委員会へ、倶知安町新型コロナウイルス感染症
対策本部の体系図、町内飲食店でのクラスター発生
における対応・放課後児童クラブ利用者に感染者が
発生した場合の対応・北海道新型コロナウイルス感
染症対策要綱・内閣官房新型コロナウイルス感染症
対策推進室など、関連資料の提出がありました。

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・

20



経済建設常任委員会

１．所管事項
　農業／商工業／林業（町有林を除く）／畜産業／
　観光／土木／建築／都市計画／その他農林課、観
　光課、まちづくり新幹線課、建設課及び水道課の
　所管に関すること

２．委員構成（５名）

　委員長　木村　聖子　　副委員長　門田　　淳
　委　員　森　　禎樹　　委　　員　原田　芳男
　委　員　佐藤　英俊

■ 観光課所管事項

①スノーリゾート誘客事業（観光協会業務委託事業）
　…WEB広告及びアンケート調査を実施。

②スノーリゾート集客事業
　…町内の小中学生にシーズン券配布。（1月20日
　　時点で476名の利用）

③ひらふ第1駐車場整備
　…国土交通省の補助金を活用し、令和3年度に整備
　　手法について検討する予定。

■ まちづくり新幹線課所管事項

・ひらふ地区の住居表示検討アンケート

　世界各国からの来訪者がスムーズに目的地に到着
できる体制及び緊急時の警察・消防等の緊急車両等
の速やかな現地到着が重要なため、この度アンケー
トを実施した。
　アンケートでは現在の住所に不便を感じない方や
住所が変わることで各種変更手続きが煩雑になる意
見、また安心安全な体制づくりには必要等の意見、
賛否が拮抗した結果でしたが、今後は住居表示に変
更するための作業を行う方針。
　住居表示変更は少なくとも2年から3年かかる見通
し。今後は地域住民への理解促進のため、本委員会
としては町担当課に丁寧な説明を求めました。

■ 水道課所管事項

・新設の山田4号・5号井戸から基準値以上のマンガン
　が検出

　4号井戸から基準値の12倍、5号井戸から基準値の
10倍のマンガンが検出されたことにより、令和3年
度からの運用開始の予定が、計画に遅れが生じる可
能性があると本委員会へ報告を受けました。
　今後はマンガン除去装置の設置や新たな井戸の掘削
等の対応策を早急に検討すると併せて報告を受けました。

■ 厚生病院の建替え、町負担68.55％

　令和3年1月20日に、町福祉医療課より本委員会へ
以下の報告を受けました。

　令和3年1月15日に後志14町村長（倶知安・蘭越・
ニセコ・真狩・留寿都・喜茂別・京極・島牧・寿都・
黒松内・共和・岩内・泊・神恵内）とJA道厚生連で
つくる「倶知安厚生病院第2期整備推進協議会」の初
会合が開催され、倶知安厚生病院の建替え費用の倶知
安町の負担割合を68.55％とする案が提案されました。
　協議会は、今後の第2回会合にて負担割合を確定す
るとしています。

委員会開催は下記のとおり
　　　　　　　　　　　　（令和２年11月から令和3年１月まで）

11月10日、24日、30日、12月10日、1月13日、26日
（計6回）
　本委員会は月2回を定例開催とし、必要に応じて随
時開催し調査をしています。

■ 第８期 高齢者保健福祉計画の策定

　令和3年1月20日・25日に、町福祉医療課から「第
8期 倶知安町高齢者保健福祉計画（令和3～5年度）」
の素案が本委員会にて示され、質疑を行いました。

　なお、本計画については令和3年3月発行予定です。

■ 陳情審査

　陳情第6号「ひらふ地区上水道増設工事を凍結し、持
続可能な観光を求める陳情書」について、12月定例
会にて「不採択とすべきもの」と審査報告をしました。
　不採択の主な理由は、水道法では水の供給努力を
せず、正当な理由なしに供給を拒むことは出来ないた
め。しかしながら、巨額な工事費は水道料金に転嫁さ
れるため、工事概要・収支計画については精査してい
く必要があることから、ひらふ地区上水道増設工事に
ついては、委員会として今後も継続的に精査していく
必要があると意見を附帯しました。
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　本特別委員会の主な活動として、令和2年11月
4日に倶知安町役場会議室において「令和2年版防
衛白書」の説明会に参加しました。

　なお、新型コロナウイルス感染症の未だ収束
の兆しがみられない中ではありますが、本特別
委員会では今後も倶知安駐屯地の拡充に向けて
活動を進めていきます。

　自衛隊駐屯地特別委員会

　議会に関する特別委員会

　本特別委員会での今年度の主な議論としては、
次年度以降のペーパーレス化も含めた議会のICT
化が中心となりました。
　まずは委員会単位でどのような運用が出来る
のかを本特別委員会では議論していきます。

　なお、今般の新型コロナウイルス感染症対策
の観点から、オンラインでの委員会の開催も積
極的に取り入れております。
　また、今後の状況も勘案しながら、本年度は
未実施となった議会報告会についても検討を進
めていきます。

特別委員会報告

「令和2年版 防衛白書」の説明会の様子（令和2年11月4日）
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役場新庁舎の内覧を行ってきました！（令和2年12月24日時点）
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議 ら

　第8回臨時会（令和2年12月24日）閉会後に施工業者立会いのもと、議員を対象とした新役場庁舎
の内覧が行われました。当初の予定通り工事は進捗していると庁舎担当者より説明がありました。
　前回の内覧時（令和2年9月17日）からは各部屋の仕様等も施され、3月中旬の引き渡しに向け
て引き続き工事が進められていきます。
　なお、下記のとおり議場内の確認も行い、これから音響設備や机等の設置が施される予定とな
ります。本年6月の第2回定例会からは新庁舎の議場で開催されることになります。

長 室 か
こ ん に ち は

議長　盛多　勝美

新役場庁舎議場内のイメージ（左）と現在の工事状況（右）
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議会は倶知安町役場庁舎3階の議場にて行われています。（定例会は3月・6月・9月・12月の年4回）

議会を傍聴する際には、受付票に氏名等を記入して投函してから傍聴席へお入り下さい。

なお、傍聴の際にお子さまをお連れの方は事前に議会事務局までご連絡をお願いします。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴の際にはマスクの着用にご協力お願いします。

第 1 回定例会は 3月 8日（月）  から開会の予定です。

議会を傍聴してみませんか?

編 集 後 記

副委員長 / 小川 不朽

Q.団体を立ち上げたきっかけは？

A.私達はただ今子育て奮闘中のお母さん団体です。
私達自身も移住・転勤で頼れる人が居ない町で、一時
預かりやファミリーサポート的な支援がない中での育
児で大変苦労をしました。
「過去の自分達と同じ思いをしているお母さんお父さ
んを助けたい」「地域で子育ちを応援したい」「必要
な人に子育ての情報を発信したい」という想いでポッ
ケラボを立ち上げました。
全ての子どもには幸せになる権利があり、同時に母親
・父親にも幸せになる権利がある事を理念として活動
しています。

Q.今後の倶知安にどうなって欲しいか？

A.お母さんのお腹に宿った時から大人になるまでの各種手続
き、悩み相談、情報発信など集約した窓口ができれば良いな
と思います。
役場・民間団体もみんなで、一貫性のある「子育ち」を支え
られたらと願います。「一人で頑張らなくていいんだよ、み
んなで育てようね」が共通認識になると良いですね。

Q.この町に移住しようと思っている方に一言

地域でつながり、安心で豊かな子育ち
　　環境を私達と共に創っていきませんか？

ポッケラボは、倶知安でのファミリーサポート事業導入を目標
として勉強しています。毎月の子育てサロン、季節ごとのイベ
ントや親子バザーも開催してます。
コロナ対策も行っておりますので、お気軽にお越し頂き、子育
てに困ったことがあったら相談して下さいね。お母さんお父さ
んが笑顔で穏やかに子育てを楽しめる様に、子ども達のキラキ
ラな笑顔が続く様に、出来ることを出来るカタチで活動して行
きます。

サポート会員募集中です

議会事務局（直通）：0 1 3 6 - 5 6 - 8 0 1 6

g i k a i @ t o w n . k u t c h a n . l g . j p

TEL

E-mail
連絡先

入間 なぎささん 増田 朱里さん

くっちゃん子ども子育て応援し隊

　この冬は、コロナ禍における不安と、大雪と寒さによる不便な生活を余儀なくされています。
　今号では、昨年12月の第4回定例議会で決めたことなどを報告しています。
　年が明けて、3月に行われる第1回定例議会は、新年度予算案を審議する議会です。新たな事業を決める重要な
議会でもあります。全議員による予算審査特別委員会を設置して審議してまいります。
「町民の広場」では、町民の方々からのご意見を掲載しています。ぜひ皆さまのご意見をお寄せ下さい。
　このページのデザインについては、前号の「町民の広場」に寄せられた金塚さんのデザインを引き続き使わせ
ていただきました。

size:w210×h297mm

冊子 /G20110637_0

本間 景子さん   松井 雅子さん

A.この地域は国籍問わず移住者の受け入れが広く、地元の方も温かく住みやす
い町だと思います。子ども達が元気に遊ぶ自然環境にも恵まれています。
一緒に情報共有して子育てを楽しみましょう。 FacebookはこちらからLINEはこちらから代表連絡先

TEL ０９０-４６２５-５７５３

ポッケラボ
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